
 
「同時流行と同時感染の可能性」 

２年前からインフルとコロナの同時流行が懸念されてきましたが、１度も同時

流行はしていません。理論上、感染力が強いウイルスが流行していると人間の粘

膜上の免疫が活性化して他のウイルスが入り込めなくなる「ウイルス干渉」が起

こります。つまり、この２年間はコロナのおかげでインフルが流行しなかったと

いうことです。そして今年はどうかというと、現時点でインフルの感染者は例年

の５%程度しか確認されていません。おそらく今年も同時流行することはないで

しょう。これは医学界では常識の範疇ですが、テレビに出てくる自称専門家は執

拗に同時流行を煽り、２つのワクチンを接種するよう脅迫しています。はっきり

言いますが、どちらも予防効果はありません。 

同時流行を想定する自称専門家は、インフルとコロナに同時に感染すると重症

化しやすいなどと妄言を吐いています。それを「フルロナ」などと呼称して不安を

煽っていますが、同時感染など机上の空論です。マウス実験で同時感染が確認さ

れたという報告はありますが、感染実験は大量のウイルスを粘膜に擦りつけて行

うもので、自然環境下では有り得ない状況です。どちらか先に感染すれば前述し

たようにウイルス干渉で他のウイルスには感染しません。ただし、検査で PCR を

用いれば２種類同時に陽性となることはあります。例えばインフルに感染し抗原

検査で陽性が出て、PCR でもコロナ陽性となった場合、インフル感染で活性化し

た免疫で破壊されたコロナの断片が PCR で検出された可能性が高いということ

です。PCR は死んだ（不活性化した）ウイルスでも陽性となります。「陽性=感染」

とは言えません。ですので、２種類の検査で陽性が出ても同時感染している証拠 

にはならないということです。仮に、同時感染し

たからと言って重症化するという根拠もありま

せん。そんな根拠のない脅しに屈することなく、

医学と科学に立脚した見解に基づき、冷静に対応

すべきだと私は思います。 

 この２年間、医師らもパニックなのか意図的な

のか知りませんが、医療現場でまともな医療が行

われていないケースが多々見受けられます。人々

の健康を第一に考えるのが当たり前の医療人で

す。医療従事者には是非とも正気を取り戻し、ま

ともな医療を心掛けてほしいと切に願います。 

私も参加した参政党決起集会☝日本を憂

 

私も名を連ねる全国有志医師の会が

記者会見を開きました☝ 

現場を見ている臨床医たちがコロナ

は弱毒であるデータを公表し、報道

陣に不安を煽る偏向報道をやめて事

実だけを報じるよう訴えました。 


